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シ ヴ ァ 教再認識派写本の 欄外註 に つ い て

川　尻 　洋　平

  ． カ シ ュ ミー ル 地方で 伝承 され て きた写本 に は， 行 間や 余白に 多数の 欄外註が

残 され て い る こ とは よ く知 られ て い る． それ らの 欄外註が提供する情報は多岐 に

わた る ． そ こ に はサ ン ス ク リ ッ ト文献の 伝承に 関 わ っ た人 々 の 思 考過程 の 痕跡が

残され て い る だ けで は な く， 本文に対 す る注釈や 本文理 解に資す る文献か らの 引

用 も残 され て お り， 写本筆記者が 持 っ て い た情報源が示唆 され て い る ． また歴 史

的に も， カ シ ュ ミ ール で ム ス リム に よる王朝が 成立 した 14世紀以後 ，
シ ヴ ァ 教 文

献や伝統 が どの よ うな形で 存続 して い た の か を伝 えうる貴重 な資料で もある。 従

来の 再認識派研 究に お い て ，欄外註 は十分 に 活用 され て い た とは 言い 難 い が ， 近

年 ウ トパ ラ デ
ー

ヴ ァ の 『主 宰神 の 再 認識詳注』 （飾 ・r卿 砌 卿 わ勿顳 v∫vr”，以下 IPViv）

の 断片が回収 される こ とが明 らかに な り， 注 目されて い る D． 本稿 は， シ ヴ ァ教

再認識派写本の 欄外註につ い て， こ れ まで の 調査結果を報告する もの で ある．

1． は じめ に再認識派の 典籍 に つ い て 確認 し よう．再認識派の 創始者 は ソ ー マ ー

ナ ン ダ （S・mdnanda ，　ca ．　gOO−g50） とみ な され て い る が ， 「再認識派」 とい う名称 は ，

ウ トパ ラ デ ー ヴ ァ （Utpaladeva，　ca．　g25−g75）の 作品に基づ く． ウ トパ ラ デ
ー

ヴ ァ は ，

師で あ るソ
ー

マ
ー

ナ ン ダの 『シ ヴ ァ
・ドリ シ ュ テ ィ』（5禰 伽 μ）の 内容 を反映 させ

る形で ， まず 『主宰神 の 再認識 偈』 （勧 α即 m   ゐ勿面 航 r’航 ，以下 IPK） と 『主宰神

の 再認 識注』（乃volr叩 γαリノabhi
’
fidvrtti，　以下 IPVr）を同時 に著 した ．後 に ， ウ トパ ラ

デ ー ヴ ァ は iPVivを著 し， それ ぞ れ の 偈に対 して ， 時に別解釈 を与 える な ど派

生 的な議論 を展開 して い る． ウ トパ ラ デ
ー

ヴ ァ の 孫弟子 に あ た る ア ビナ ヴ ァ グ

プ タ は ， まず IPK に 対 す る 注釈 と して 『主 宰神 の 再 認識 反省 的考 察』 （飾 α沿

prσり励 吻跏 v∫〃蹴 伽 乙 以 下 iPV）を著 した． ウ トパ ラデ
ー ヴ ァ が IPVrに おい て IPK

の 趣旨だ けを明 らか に し ， IPK の
一

語
一

語 を詳細 に注釈 しなか っ た た め で あ る ．

ア ビ ナ ヴ ァ グ プ タ は， IPVに お い て 語源 的解釈や 派生 分析 を駆使 して 詳細 に解説

して い る ． さ らに ア ビナ ヴ ァ グ プ タ は ， IPVivに 対 して も， 『主宰神の 再認識詳注
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に関する反省的考察』伽 即 切 α勘 肋 蜘 融 飯 以下 Ipw ）を著 して い る． こ

れ らの 内 ， ウ トパ ラ デ ー ヴ ァ の IPVivだ けが完全 な形で伝承 され て い ない ．　IPKI．3．6

か ら IPKL5．4− 5 冒頭 に対す る TPVivだけが ，　 Torellaに よ っ て デ リー の ナ シ ョ ナ ル

ア
ー

カ イヴス で発見 され た唯
一

の IPViv写本 （N ・．30，　Sarada．紙写本）に よ っ て知 ら

れ て い る．

2．　 こ れ ら再認識派文献 の 写本 の 内，IPV写 本の 数は， 他 の 再 認 識 派写本 の 数 を

圧 倒す る ． 管見 の 限 りで も， シ ャ
ー ラ ダー写 本 ， デ ー ヴ ァ ナ ー ガ リ ー写本， マ ラ

ヤ ラム 写本 な ど30 を越 える iPV写本が現存する． こ の こ とは，　 IPV こそが 伝統

的 に カ シ ュ ミ
ー

ル だけで は な く南 イ ン ドに お い て も再認識派の 主 要文献 とみ な さ

れ て い た こ と を物語 る．

2．1． IPV写本の 内， シ ャ
ー

ラ ダ
ー

写本 を 中心 にお よそ半数 の 写本 に欄 外註が与

え られ て い る． iPV写本の 欄外註の 網羅的調査 は未 だ途上で あるが ， 欄外註 は ，

1）IPvに対す る注釈， 2）IPw や IPvivか らの 引用 ，
3）指示対象の 指示あ る い

は 短い 言換 え， 4）別 の 文献か らの 引 用 に大別 で きる．

2 ．2． Torella（2007， 47g，
　fn．8）に指摘され て い る よ うに ，

　 iPVの 刊 本 に 附 され た注

は ， 校訂 に使用 され た 写本の 欄外註か ら採 録 され た もの で あ る． その 写 本 は，

Kashmir　Series　of 　Texts　and 　Studiesの IPV刊本 で Gh と言及 され て お り， 現在 は デ

リー の ナ シ ョ ナル ア ー カ イ ヴス に保管 され て い る （No ．5，訪 ad 巨，紙写 本）．欄外註

を含 むシ ャ
ー

ラ ダ
ー

写本の 内 ， 失われ て い た IPVivの 断片をよ り多く回収で きる

とい う点で ，ロ ン ドン の School　ofOriental 　and 　African　Studies　Libraryに保存 されて

い る写本 （No ．44255
，
　Sarada，紙写本 ） と， シ ュ リナ ガ ル の Oriental　Research　Library

に保存 されて い る 写本 （No ．838，
　Sarada，紙写本）は注 目に値す る，校訂 に使用 され

た写本 とロ ン ドン の 写本が ， 多くの 欄外註を共有 して い るの に対 して ，上 述 の シ ュ

リナ ガ ル 写本には独 自の IPViv断片が見 られ， また他 の 写本 に 共通する IPViv断

片が 見 られ ない 場合 もあ る こ とか ら，独 立 した系統 に位置づ け られ る 2）． ただ し，

IPV写本全体 で 見 れば ， 欄外註は しば しば相互 に共通 して い る． こ の こ とか ら ，

欄外註は ， 早い 段階で 特定の 筆記者に よ っ て 挿入 され た後は，以後の 筆記者 に よっ

て ほ とん ど複写 され て い た と考 え られ る．

2．3． シ ャ
ー

ラ ダ
ー写本 で は欄外註 も含 め て 伝承 され て い る 一方 で ， 南 イ ン ドの

写本に は ，
こ れ らの 欄外註は伝承 されて い ない ．南 イ ン ドに伝承 され た時点で は ，

欄外註が まだ挿入 され て い なか っ た可能性 も考え られ るが ，南イ ン ドの 写本 には

伝統的 に欄外註 はほ とん ど残 され て い ない こ とか らその 可能性 は低 い だ ろ う．
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3． 工PV 写本に比べ て ，
　IPVVの 写本 はあま り現存 しない ．筆者が確認 したブ ネの

Bhandarkar　Oriental　Research　lnstitUte （No ，46411875−76
，
　Devanagari，紙 写 本），

チ ャ ン

デ イ
ー ガル の DAV 　College（No ，5857，　Malayalam，貝葉写本）

3）， トリヴ ァ ン ドラ ム の

Oriental　Research　Institute　and 　Manuscripts　Library （No ．15413B，
　Malayalam，貝葉写本）

に 保管され て い る IPW 写本 に は， 欄外註が残 され て い ない ． また IPVVの 刊本

に ， 脚注が 附され て い ない こ とか ら ， 刊本 に使用 された写本 に も欄外註が なか っ

た可 能性が 高い ．こ れ らの こ とか ら，IPVVが そ れ ほ ど伝統的 に学ばれ て い なか っ

た状況 を推測で きる．

4． ラ ク ノ ウの Akhila　Bharatiya　Sanskrit　Parishadに保管されて い る IPK と IPVrの

写本 （No ，4408 ，
　Devan 巨ga直，紙写本）の 欄外註 に ウ トパ ラ デ

ー
ヴ ァ の IPVivの 断片が

豊 富 に引用 され て い る こ とは既 に 報告 して い る 4）． 以下 に ， 当該写本 の 重 要 な点

を述 べ る．

4．1． 当該写本の ，欄外註は， 1）IPvある い は IPvv か らの 引用，2）IPvivか ら

の 引用 ，
3）指示対 象の 指示 あ るい は短い 言換 え， 4）IPK と rPV；へ の 注釈 ， 5）

別の 文献か らの 引用 に大別 で きる ． 興 味深い こ と に ， 当該写本の 欄外註は ほ ぼ

IPv，　 IPw ， 1Pvivか らの 引用に 限 られ ， 指示対象の 指示 や短い 言換 えや iPK と

IPV；へ の 注釈 はほ とん ど見 られ ない ． この こ とは
， 筆記者が 自身の 註 を加 え る こ

とを制 限 して い る 可能性 を示唆す る． こ の 点は， 再認識 派の 文献 に同定で きない

欄外註が IPViv断片で あ る可 能性 を高め て い る， とい う意味で 重要で ある．

4．2． また当該写本に は ， 同 じ欄外註の 繰返 しや 写本本文で あ る IPVrを誤 っ て 行

間 に挿入 して い る場合が 見 られ る
5＞． こ の こ とは ， 当該写本 の筆記者が ， 師の 口

述 を t 熟慮す る こ とな く， そ の ま ま欄外 に書 き記 した 可 能性 を示 唆す る ． 通常 ，

シ ャ
ー ラ ダー写本 は ， 内容 を理解せ ずに書 き写す

一
般信者や職業筆記者で は な く，

複数の 写本 を もとに校訂する学識 ある もの に よ っ て 伝承 され て きた と考え られ て

お り6）， こ の よ うな単純な誤 りを繰 り返すこ とは 考 えに くい か らで あ る ．一方 で ，

写本伝承の 過程にお い て ，
こ の よ うな誤 りが生 じた可能性 も排除で きない ． なぜ

な ら， iPV写本の伝承が 示 して い る ように ， 写本筆記者 は欄外註 を も含め て そ の

まま複写 して い る場合が 多 く，そ の ような筆記者は 内容 を理解 して い ない た め に，

同 じ欄外 註 を繰 り返 し書写 した と も考え られ る か らで ある ． ある い は， 欄外註 を

挿入 した筆記者か ら当該 の デ
ー ヴァ ナ

ー ガ リー写本 まで の 問に複数の 筆記者が介

在 した可能性 もあろ う． い ずれ にせ よ
， 当該写本 に は

，
シ ャ

ー
ラ ダ

ー
写本 間の 伝

承 中， あ るい は シ ャ
ー

ラ ダ
ー

写本 か らデ
ー

ヴ ァ ナ
ー ガ リ

ー写本 に 転写す る 際 に起
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こ る誤 りを含 んで い る こ とか ら 7）
， シ ャ

ー ラ ダー写本が すで に こ の よ うな欄外註

を含 ん で い た こ とは間違 い ない ．

4．3． そ れ で は， い つ こ れ らの 欄外註 が残 され た の で あろ うか． IPVrを完全 な形

で伝 える写本は，現在 トリヴァ ン ドラ ム の Orienta1　Research　lnstitUte　and 　Manuscripts

Library （No ．8900A
，
　Malayalam ，貝葉写本） に 残 され て い る もの だ けで ある ．　 Torella

（2002 ，
XLVI −XLIX ）に よれ ば， そ の 写本 の オ リ ジ ナ ル は， お そ ら く

一
元 論 的 シ ヴ ァ

教 で ある トリカが 南 イ ン ドへ と拡大 した 12，13 世紀頃 に カ シ ュ ミー ル か らケ
ー

ラ

ラ 地方へ 伝承 され た．
一

方，当該の 写本 も含め て 北 イ ン ドに伝承され た IPVr写本

群 は， IPK32，9 の 途中以 降が消 失 して い る 点で 共通 して い る． こ の こ とか ら ， そ

れ らの 共通 の 祖が想定され る．そ してそ れ は ， お そ ら く13， 14世紀頃の ム ス リム

の 侵入 に も関 わ らず残存 した 唯
一

の 写本 で あ ろ う， と Torella（2002，　XLVI −XLIX ）

に述べ られ て い る ．

　 その 写本 に既 に 欄外 註が あ っ た か 否か い ずれ の 可能性 も考 え られ る． しか し ，

た とえ既 に欄外註があ っ た と して も，iPK3．2．9 の 途 中以 降 に は欄外註が ほ とん ど

見 られ ず，IPK3．2．9 以 降に ある僅か な欄外註 もIPVrに対す る もの で は ない こ とか

ら ， 欄外註が 挿入 され た の は iPVrの 消失以後 と考え られる．　 iPV；消失以前に欄

外 註が挿入 されて い た とすれ ば IPK3，2．9 の 途中以 降に も，　 IPVrに対す る欄外註

が残 され て い た はずで ある． また IPK3⊥ 6 を最後 に IPVivの 断片が 見 られ ない こ

とは 8）
，欄外註が 挿入 され た段階 で tIPViv

の 全体が既 に失 われ て い た，あ るい は

少 な くと も欄外註 を残 した筆記者 には IPVivの 一
部 しか伝承 され て い なか っ た 可

能性 を示 して い る． 完全 な形の IPVrが 南へ 伝承 され た 時期 を考慮すれ ば ，
　 IPVr

の
一

部消失 は， ム ス リム の 侵入 の 時期 に起 こ っ た と考 え られ よ う，以 上 よ り， こ

れ らの 欄外註 は
，

13
，

14 世紀以後 に挿入 された可能性 が高 い ．

　バ ー ス カ ラ カ ン タ （17世紀あるい は 18世紀）9）が ， IPVに 対する注 『バ ー ス カ

リ
ー
』（Bhdiskari）の 中で

，
　 IPVivの 本文 を引用 して い ない 点 に も注 目す るべ きで あ

る． バ ー
ス カ ラ カ ン タが Ipvivの 本文 につ い て 知 っ て い た か どうか確か で は ない

が，少 な くともiPW の 本文を知 らなか っ た 可能性は高い ． とい うの も，
バ ー

ス

カ ラ カ ン タ は， ア ビナ ヴ ァ グプ タ が IPW を IPV よ りも先 に 著 した と述 べ て い る

が
1°）， 実際 に は， ア ビナ ヴ ァ グ プ タ は， IPVV に お い て IPV に言及 して い る か ら

で ある 11）．もし IPVivの テ キス トにつ い て も，バ ース カ ラカ ン タ が その 情報を持 っ

て い なか っ た とすれ ば ， 当該写本の IPViv断片を含む欄外註 は
，

バ ー ス カ ラ カ ン

タ よ りも以前 に
， すな わ ち， 17， 18世 紀よ りも前 に挿入 された と考 え られ る，
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4．4． 欄外註 を有する Ipv写本群 が ， 多くの 欄外註 や IPViv断片 を共有 して お

り，欄外註に つ い て も共通 の 祖 が想定 され るの に対 して， 当該写本 は
，
IPViv断

片 に 関 して ， 独 立 し た情報源 を持 っ て い る ． Rati6 （f・rthc・ming 　a ）が 回収 した

IPviv　l．5．4−5 の 断片 は， 当該写本 には見 られ ない か らで ある． 当該写本は IPvrの

写本 であ るか ら ， Ipv写 本 の 欄外註 に含 まれ る IPViv断片 と共通 しない こ とは不

自然で は ない ． しか し，
こ れ まで に筆者が再認識派写本 を校合 した 限 りで は， 当

該写本 と欄外註 を共有す る写本はな い 12〕，

5． 以 上 ， 再認識派 写本 の 欄外註 を検討 したが ，IPVivは， 欄外註が 挿入 され た

時点で ， 大 部分 が散逸 して い た と考 え られ る ． そ して iPViv全体が 失われ て い た

と して も，
ご く

一
部 は唯

一
の IPViv写本に よ っ て 伝え られ ， それ 以外の 断片 も師

資相承 の 伝統 の 中 で は伝承 され て い た． しか し断 片的 に伝承 され て い た IPVivも

バ ー ス カ ラ カ ン タの 時代 まで に は失われ た と考えられ る． こ こに再認識派の伝統

が カ シ ュ ミー ル で 衰えて い く姿を見 るこ と もで きよう．

本稿 で使用 した写 本の 使用 お よび 複写 の 許可 をい ただ い た各関係機関に は ， こ こ に記 し

て 謝意を表 した い ．

1）例えば Rati6
，
　forthcoming　a

，
　bや Kawajiri，　forthcoming　a，　b を参照 されたい

fonhcoming　a 参照，

Research　lnstituteに保管 されて い た もの が，移 され た もの で あ る

参照 され た い ．

る．

の 混同が見 られる ，

6）Torella・2002，　XLVI 参照

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2）Rati6，

　 3）こ の 写本はか つ て ホ シ ア ル プール の Vishveshvaranand　Vedic

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4）川尻 2015 を

5） 当該 写本の 2r，　10v，　llr，18rに 同
一

の 欄外註が 繰 返 され てい

　　　　　　　　　 7）例 えば， シ ャ
ー

ラダ
ー文字で cca と Sca

　 8）Ipviv断片が 回収 で きる偈 は次の とお りであ る．正PK 　I．2．4
，

1．2．6− 8
，
1．3．5−7

，
1．4」 − 8

，
1．5，1− 12

，
L5．17− 18

，
　 L6．7− 11

，
1．7．1− 6，1．7．8− 10，1．8．11，2．1．1− 7，

2．2．1−5
，
2．3．1−8，2．4．8−9，3．Ll，3．L3 −6．　　 9） 1960年代にバ ース カ ラカ ン タの 子孫が ，

バ ース カ ラカ ン タ を彼 らの 6 世代前 の 人物で ある と報告 して い る こ とに基づ い て， こ れ

まで 18世 紀 頃 とされ てい たが，Sanderson（2007 ，
422）は 17世紀後半頃 に活動 して い た

可 能性 に言及 して い る ．　　　 10）See　Bh　I
，
　p，3，　　 ll） See　iPVV　III，　p．230．

12）ジ ャ ン ム ー
の Rashtriya　Sanskrit　Sansthanに保管 されて い る IPKとIPVrの 写本 （No ．

53）は，正PV 写本 と共通 しない 欄外註 を含むが，それ らはすべ て，　 IPV と IPW の 各日課

の 冒頭に ある 偈か らの引用で ある．

＜略号表＞

Bh 　　β乃｛i5たo 厂∫by　Bhaskaraka填ha．　In　llivarapratyabhi　
’
havimarsiini　ofAbhinavagt ｛pta．　Ed．　K ．　A ．

　　　Subramania　Iyer　and 　K ．　C ．　Pandey．2vols ．　Delhi：Motilal　Banarsidass，1986．

IPK　 ISvarap砌 リノα肋 櫛δんδ厂ika　by　Utpaladeva．　See　Torella　2002．

IPV；　据vo γ禦 ro ぴαわ縛海 vr ’” by　U Φaladeva ．　See　Torella　2002，
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シ ヴ ァ 教再認識派写本の 欄外註に つ い て （川　尻） （237）

IPVivIPV

iPVV

KSTS

躍 vα7窿ργαぴo ゐ切 禰 ソivrti　by　Utpaladeva．　See　Torella　2007．

函ソo 厂apra り
・06 乃グ窺δv ど叨 α踏加τ　by　Abhinavagupta．　The　ISvarapratyabhi

’
fidivimarSiini　（ゾ

Utpaladeva，　with （］ommental ッ 砂 Abhinaレagupta ．　Ed．　Mukund 　Ram 　Shastri．2vols．

KSTS 　22
，
33．Bombay ；Nimaya　Sagar　Press

，
1918−192正．

1ξvarapra ζソabh グfiδvivrtivimarSiinT 　by　Abhinavagupta，　The　ISvarapraり丿o δんヴ痘伽 ゴv〜
”tivi−

marSini の AbhinavagUpta ．　 Ed．　Madhusudan 　Kaui　 Shas¢ i．3vols ．　KSTS 　 60，62，65，

Bombay ：Nimaya　Sagar　Press
，
1938−1943．

Kashmir 　Series　of 　Texts　and 　StUdies．
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一

部で ある ．）

（研究代表者 ： 川尻洋
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　　（筑紫女学園大 学人 間文化研 究所リサ ーチ ア ソ シ エ イ ト，博士 （文学））
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